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植物染料染色絹布の劣化に及ぼす媒染剤の影響
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1．はじめに

　古文化財として現在，法によって保護されているもの

が多く存在する．しかしその中の染織品は，経年ととも

に変化，劣化して次第に柔軟性を失い，最後には粉末化

してしまう物もあって，貴重な資料が破損してしまう．

なかでも特に鉄媒染染めした資料の劣化が激しい事実が

ある1）．

　古文化財を知る上で，貴重な資料を永く保存できる方

法を考えるためには，劣化の原因を把握してできるだけ

これを阻止する事が必要である．そこで我々は，古文化

財保護の立場から，劣化の原因を調べる目的で染料，媒

染剤，染色方法の種類を変えて試料を染色し異なった環

境に長時間静置し，その損傷劣化状態を調べる実験を行っ

ている．

　本報告は，実験を始めるために試料を調整した段階で

染色操作によって試料に損傷変化があるかどうかを調べ

た結果である．

2．実験方法

2－1．試　料

試料は表1に示す．

　　　　　　　表1　試　　料

2－2．染料，薬剤

　染料は古代の染色に多用されていたと思われる，五倍

子（65g／2抽出液），蘇芳（51g／2抽出液）の2種類

を選んだ．これらの構造を図1に示した．

　使用した薬剤は表2の通りである．また染色・媒染方

法は文献2）3）に従った．

　　　　　　　　表2　使用薬剤

媒染剤　　木酢酸鉄液

硫酸第一鉄　FeSO4・7H20

重クロム酸カリ　K2Cr20ア

硫酸アルミニウムカリウム

AIK（SO4）2・12H20

染色助剤　炭酸ナトリウム（無水）

（濃度0．49／ノ）

（濃度0．69－／ノ　）

（濃度0．25g／ノ　）

（濃度0．59・／1　）

NaCO2

炭酸水素ナトリウム　NaHCO2

精線剤　　マルセル石鹸

　　　　　炭酸水素ナトリウム　NaHCO2

エチレンジアミン四酢酸　C12HI6N208

漂白剤　　ハイドロサルファイトナトリウム

Na2S204

繊維 1990年産　春蚕

生糸14中（繊度L25d）

本練　 （練1威…率21．30／o）

＊服飾美術科　第一被服材料研究室

2－3．精練および染色方法

　生糸を処理しやすいように，直径15cm前後，重さ約1

9のカセ状にして，精練・漂白，染色・媒染処理を行っ

た．また撹絆等で繊維を傷めないようにガーゼの間に挟

み各操作を行った．

2－3－1．精練・漂白

　精練はマルセル石鹸6％，炭酸水素ナトリウム6％，

エチレンジアミン四酢酸1％を含む液に常温から試料を
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　五倍子（Ga　11）

（Gobaishi）

　　　　　　　　とH、－0＿CO

蘇芳（Sappan　Vood）
（Suo）

　　　　HO　OH

　　　　H　　CH，

⑳庫（爵

主成分　　Gallotannin 主成分　　B「azi　lein

図1使用染料構造
投入し，30分で煮沸まで加温してそのまま2時間煮沸を

続け，その後約60℃まで自然冷却し，40±5℃の純水で

よくすすいだ．

　漂白は精練終了後，90～95℃のハイドロサルファイト

1％の湯で1時間処理し，そのまま冷却一昼夜置いた．

翌日60～70℃の湯で十分水洗乾燥した．（文中の％はす

べてo．w．f．である．）

2－3－2．染色方法

　液の抽出，染色・媒染処理には純水（イオン交換水，

型式ピュアラインカートリッジ純水器WL－100，ピュア

ライン純水製造装置WL－21P）を用いた．

（1）五倍子の場合

　五倍子を1／3量の純水に投入し，炭酸ナトリウムで

pH7．2に調整し，煮沸状態で1時間染料成分を抽出し

た．抽出液から五倍子をろ別し，これをまた1／3量の

純水に投入し，同様に抽出・ろ別を合わせて3回行って

蒸発した水分を補い，これを抽出液とした．

　試料の染色には，3回の抽出液を合わせて，その抽出

液を酢酸でpH5．5～6．0に整え染浴とし浴比50：1，40

℃で30分間繰り染めをした．

②　蘇芳の場合

　蘇芳を投入した純水を酢酸でpH4．0に調整し，五倍

子と同様に3回に分けて，煮沸状態で1時間染料成分を

抽出し，抽出液を合わせた．

　染色は，その抽出液をpH5．8以下になるように酢酸

で整え浴比50：1，45℃で30分間繰り染めをした．

2－3－3．媒染方法

　各媒染剤を用い室温（20－30℃）で20分間処理し，十

分水洗をした．なお染色，媒染のくり返し操作は，染色

→乾燥→媒染→水洗→乾燥，の連続操作を2回繰り返し

た．各処理調整後の全試料は表3の通りである．

試料番号

表3　染色処理条件と試料番号

染色処理条件

1　精練・漂白済、未染色・・未媒染

2　五倍子染色のみ

3．五倍子染色＋木酢酸鉄媒染

4　五倍子染色＋硫酸第一鉄媒染

5。五倍子染色＋重クロム酸カリ媒染

6　五倍子染色＋硫酸アルミニウムカリウム媒染

7．蘇芳染色のみ

8　蘇芳染色＋木酢酸鉄媒染

9　蘇芳染色＋硫酸第一鉄媒染

0　　蕪芳染色＋重クロム酸カリ媒染

11　蘇芳染色＋硫酸アrvミ：ウムカリウム媒染

12　未染色で木酢酸鉄媒染処理

13　未染色で硫酸第一鉄媒染処理

14　未染色で重クロム酸カリ媒染処理

15．未染色で硫酸アルミ：ウムカリウム媒染処理

2－4．試験項目

2－4－1．引張強伸度試験

　各試料をJIS　L　1690“i97sに準拠して行った．使用機

器はTENSIRON　RTM－25　（KKオリエンテック），

テンシロン多機能型デー一タ処理装置　（通常試験モード
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／MS－DOS版）を用いた．試験本数は各80本を測定し，

不斉値を除いて約50本の平均値を結果とした．試験結果

の強伸度について，精練済未染色未媒染試料と，染色・

媒染処理後の各試料間の平均値の差の検定（母平均の差

の検定，t検定）を行った．

2－4－2．赤外分光光度計による測定

　赤外分光光度計（フーリエ変換赤外分光装置model

SXR，ニコレー社製）を用いて，損傷に有意差の見ら

れた試料にっいて吸収スペクトルの測定を行った．

2－4－3．電子顕微鏡による測定

　S－450型走査電子顕微鏡（日立）によって，2－4－

2と同様の試料の形態観察を行った．

3．結果および考察

3－1．引張強伸度試験

　結果を図2に示した．図3には，処理前の試料の測定

値を100として，処理後の値と比較した比較値を示した

また表4に試料の実測値と，有意差の見られた試料を示

した．

　破断点の荷重は染色・媒染処理後も，6gf付近で原糸

との差は見られなかった．しかし伸度では，五倍子染色

のみの試料，蘇芳染色硫酸第一鉄媒染試料，蘇芳染色重

クロム酸カリ媒染試料がやや低下し，染色・媒染処理に

より，多少繊維が硬くなったことが考えられた．またこ

れらの試料は1％で有意差が見られた．

　硫酸アルミニウムカリウムを用いた試料は殆ど変化が

見られなかったが，この媒染剤のみで処理をした場合は

比較値がやや上昇した．また五倍子染色と媒染処理試料

では，媒染することによって伸度の低下が少ない結果が

見られた．

3－2．赤外分光光度計による測定結果

　図4は有意差の見られた五倍子染色のみの試料，蘇芳

染色の硫酸第一鉄媒染試料，蘇芳染色と重クロム酸カリ

媒染試料の赤外吸収スペクトルである．今回行ったKB

r法では，表面的な処理である染色や媒染の影響は小さ

すぎて吸収スペクトルに影響を及ぼすほどではなかった

ようである．
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試料番号
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◆破断点伸
　度（％）

ロ破断点荷
　重（gf）

13　　　15

1…精練・漂白済、未染色・未媒染

2…五倍子染色のみ

3…五倍子染色＋木酢酸鉄媒染

4…五倍子染色＋硫酸第一鉄媒染

5…五倍子染色＋重クロム酸カリ媒染
6…五倍子染色＋硫酸アルミニウムカリウム媒染

7…蘇芳染色のみ

8…蘇芳染色＋木酢酸鉄媒染

9…蘇芳染色＋磁酸第一鉄媒染

10…蘇芳染色＋重クロム酸カリ媒染
11…蘇芳染色＋疏酸アルミニウムカリウム媒染

12…未染色で木酢酸鉄媒染処理

13…未染色で硫酸第一鉄媒染処理

14…未染色で重クロム酸カリ媒染処理
15…未染色で硫酸ア，｝ミニウムカリ帖媒染処理

図2　染色・媒染処理別強伸度
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試料番号

1…精練・漂白済、未染色・未媒染

2…五倍子染色のみ

3…五倍子染色＋木酢酸鉄媒染

4…五倍子染色＋硫酸第一鉄媒染

5…五倍子染色＋重クロム酸カリ媒染
6…五倍子染色＋襯酸アルミニウムカリウム媒染

7…蘇芳染色のみ

8…蘇芳染色＋木酢酸鉄媒染

9…蘇芳染色＋硫酸第一鉄媒染

10…蘇芳染色＋重クロム酸カリ媒染

11…蘇芳染色＋藏酸アJ｝ミニウ劫リ弘媒染

12…未染色で木酢酸鉄媒染処理

13…未染色で硫酸第一鉄媒染処理

14…未染色で重クロム酸カリ媒染処理

15…未染色で疏酸カレミニウムカリウム媒染処理

図3　各処理別強伸度および伸度の比較値

表4　強伸度測定値の有意差

試料番号 強度 伸度

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1　0

1　1

1　2

1　3

1　4

1　5

5　。3

5　．3　噸

5　，7

6　．0

5　．7

5　　7

5　．6

6　　0

5　．7

5　．4

5　．7

5　．8

6　．2　卓

6　．0

5　．9

2　8　．6

2　4　．1　ゆゆ

2　9　．5

2　5　　8

2　7　．9

2　9　．4

2　7　．2

2　9　　5

2　3　．0　■卓

2　3　．6　■＊

2　7　　7

2　8　　1

2　8　　1

2　9　．4

3　2　．0

鱒　1％で有意差　．　5　％で有意差

3－3．走査型電子顕微鏡による観察結果

　3－2と同様に有意差の見られた試料にっいて，電子顕

微鏡で観察を行い，写真1に示した．

　写真1の繊維表面の付着物は，実験過程で汚れが付着

した可能性も考えられるため，染料や媒染剤の影響とは

言い切れない．また繊維表面に見られるささくれ状のも

のは，精練・漂白・染色・媒染と工程を重ねるうちに，

繊維表面が変化したものと考えられ，特に染料，媒染剤

による影響とは見られなかった．

4．ま　と　め

　染色操作による繊維の損傷状態を検討すると，染料と

媒染剤の組み合わせによっては，若干繊維に硬化傾向の

現れたものがあった．赤外分光光度計による吸収スペク

トルの測定では，染色操作による繊維の損傷変化が見ら

れず，媒染剤等が繊維に及ぼす傾向を見極めることがで

きなかった．また本実験では今後の経時変化を見るため

の対照となる実験‘）～7）であるため，試料調製並びに測定

には特に注意を払った．
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蘇芳染色＋重クロム酸カリ媒染試料

図4　試料の赤外吸収スペクトル
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　　．麟護

擢；警

蒲

精練・漂白剤，未染色。未媒染試料

叢騨魁

五倍子染色のみの試料

継講，灘鱒『曝

　蘇芳染色＋硫酸第一鉄媒染試料

　　　纏罐麟躍羅

　蘇芳染色＋重クロム酸カリ媒染試料

写真1　試料表面の走査型電子顕微鏡写真
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